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講演会要旨
中国における人的資本の発展問題＊
張 鳳 林
（翻訳：郁 暁東）
I. 人的資本に関する一般原理
周知のように，すべての生産活動は人間によって行われている。それゆえに一つ
の経済社会の生産斌あるいは財の総'qtは完全に人的資源の作用の仕方によって決定
される。また，人的資本の作用状況は二つの条件，すなわち人の能力と努力の程度
に依存しているのである。
それでは，‘’能力”と“努力”の仕組みと展開について述べたいと思う。
まず能力について説明したい。人の能力は先天と後天の二つ要因に影椰されてい
る。先天の要因は人種，遺伝，生理の特徴などを指している。後天の要因は教育，
職業訓練，社会環境及び実践等に依存している。先天の条件は人の能力の基礎だと
考えられるが，実際には後天の条件がもっと重要である。これまでの古典学派と新
古典派理論の中では，先天条件を里視し，人的資本は純自然の外生変斌(Oxogenous
Variable)だと考えている。これに対し，現代の人的資本理論は後天条件の重要性
を強調している。
この理論は60年代にJ.Mincer, G. Becker, T. W. Schultzなどの学者によって創
設された。この理論によれば人の能力は主に後天の学習，練習によって生まれた。
生産活動中，経済効率を高めるために一部の資源を目前の消費から節約し，資本財
の製造と設備の更新に費やし，迂回生産を実行すると同時に種々の手段を用いて人
自身に投資する。例えば，学校での勉強，職業訓練，医療保健を受けるなどである。
だから，根本的にいえば人は一種の生産要素としての生産能力であり，物的資本が
累積される過程と本質的違いのない内生変数 (EndogeneousVariable)として認識
すべきもの，つまり人的資本 (HumanCapital)である。
次に，努力について説明する。人は社会的動物であり，努力の高低は社会，制度，
＊本稿は交換教授として来学された中国j:['j-'大学の張鳳林教授が1997年7月7日に経済学部
で行った講演の要旨である。
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環境に影響されて直接に人の責任感，道徳観念，共同認識感を制約している。その
ため努力は後天で始まるといえよう。一つの社会の人に対する要求が高く，•投入も
多ければ，その社会に属している人の精神品格，道徳，風貌がもっと良くなり，人
の努力も絶えず行なわれるのである。
ここまでの説明は，人的資本理論の基本的な要点であり，少なくとも，二つのヒ
ントを我々に示してくれた。
第一に，一国の人的資源は，人口の量より，質の方が大事であるということ。質
の高い人的資源は物的資本と互いに補完し，ある程度まで，限界生産力逓減の法則
の影響を弱めたり，遅れさせたりしてくれる。社会の生産可能性の限界を拡張する
ことも可能である。これに対し質が低ければ，幾ら人口が多くても，有効な人的資
源の供給は不可能となる。
第二に，人口の質を高める為に，有効な人的資本の投資システムの構築が必要と
されるということ。人的投資は市場の法則に従い，価格メカニズムが働くと同時に，
政府の役割の強化も重要である。人的資本は，公共財の性質があり，個人に利益を
もたらすとともに，社会にも利益をもたらす。だから，人的資本の発展は単純に市
場に任せるのでは不十分であり，政府からの投入も必要である。政府と市場が協力
すれば，人的資本への資金投入の不足を解消し，人的資本の発展と社会の期待に応
えることができる。
今世紀の工業国家の発展の経験，特に，第二次世界大戦後， ドイツと日本の奇跡
とも言える発展，そして，東南アジアの“フォー・ドラゴン”の飛躍も，人的資本
に関する理論が正確であることを証明してくれたのである。
I. 中国の人的資本発展に関する若干の問題点
中国は建国して以来，経済の発展と社会の進歩とともに，人的資本の発展でも大
きな成果を収めた。国民の平均寿命は，建国前の35歳から90年代の70歳まで大幅に
引き上げられた。国民総人口の教育を受けた平均年数も建国初期の0.62年から1989
年の5.12年まで引き上げられた。これは中国の人的資本が身体と文化教養の二面で
大きく改善されたことを意味する。
一方，先進工業国に比べれば，中国の人的資本の発展は大きく遅れている。全体
的に人の質の点では楽観できなく，構造的にもアンバランスである。中国の人的資
源は固有の特徴，即ち“人口が多い，質が悪い”ということが依然として存在し，
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中国の経済発展にマイナスの影響を与えている。これは以下の三点から説明するこ
とができる。
まず，国民の平均教育水準と科学・文化の素養はまだ低い状態にある。今日，先
進国においては中等教育が十分に普及し，高等教育の進学率も40%を超えているの
に，中国では初等教育すら普及しておらず，青年以上で， 2億人近くがほとんどあ
るいは全く読み書きができない状態に置かれている。職業教育の発展も停滞し，遅
れている。高等教育の規模も十分ではなく，人的資本の中，知識・技術の水準は相
対的に低い状態にある。技術力が弱く，労働者の操作技能も低い。上海のようなハ
イテクの発展が相対的に早い地域でも熟練労働者は全労働人口の5.5%に満たない。
次に，人的資本の発展は構造的にも不均衡が目立つ。健康への投資による健康水
準の改善は早く，幾つかの指標が先進国に接近しているものの教育への投資が相対
的に不足し，幾つかの指標は明らかに先進国さらには世界の平均水準と比べても低
い状態に置かれている。教育自体の発展にも構造的不均衡の問題が存在している。
基礎教育の比重が過大化し，専門教育の比重が過小化すると同時に正規教育を重視
し，職業教育を軽視している。こういう構造では人的資本の知識と技能が経済発展
の需要に応えることができない。
最後に，人的資本の利用効率は低下傾向にある。原因として，以下の三点が挙げ
られる。 (1)教育発展の構造が不均衡で，相当な地区と業種で“勉強したことが実際
に使用されない，使用しないことを勉強している”という矛盾した現象が起こって
いる。人材総最の供給不足と特定の業種で人材の供給過剰が存在するという矛盾も
ある。 (2)人的資本配置の不均衡がひど<'技術者は都市部に集中し，農村から離れ
ている。沿岸の経済が発達した地区に集中し，内陸の経済発展の立ち遅れている地
域から離れている。政府機関と大学などの研究機関に集中し，生産現場から離れて
いる。 (3)技術者が機会主義の影響を受け，責任感が低下し，投機主義に走り，持っ
ている知識と技術を十分に発揮することができなかった。ある調査によれば， 1986
年に上海の一万人を超える技術者の中で，真に役割を果たしているのは37.4%に過
ぎない。 80年代に遼寧省に所属している各部門の労働者中，真に役割を果たしてい
たのは技術系労働者で68.8%,非技術系労働者の場合はわずか45%前後であった。
全体的にいえば，人的資本への投資の不足，配置構造の不均衡，利用効率の低さ
などが中国の近年の人的資本発展の大きな問題点となっている。そのため中国経済
運営の質と効率が満足できない状態にある。
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なぜ中国の人的資本発展にこのような問題点が存在しているのか？ これについ
て，人口数，経済の発展水準，経済体制の三つの面から分析したい。
(1)人口数。人口の急速な増加は，質の向上に悪影響を及ぼし，人口数と質のバラ
ンスが望ましくない状態にある。 50年代初期から70年代中期まで，政策の方針を誤
り，人口が多ければ多いほど良いという考えで，人口増の抑制を怠ってきたために，
前例のない人口増が起こってしまった。以後強力な人口抑制政策を実施したが，人
口発展の歴史累積効果の影響で，人口増の勢いを短期間で抑えることができなかっ
た。 90年代初期の総人口は12億を超えた。 50年代と比べ， 7億も増えてしまった。こ
のような人口の極端な増加は，大きな影響をもたらした。まず，資源の消費負担を
増加させ，一人当たりの GNPは長期的に低い水準に置かれ，社会的に人的資本に投
資する物的資本の不足に陥った。次に，家庭と社会は人的数の投入に傾き，人的資
本の質を重視せず，この悪循環をもたらした。
(2)経済の発展水準。経済の発展水準と人的資本の発展は関係している。人的資本
の発展は経済の発展を促進させることができる。これに対し，経済の発展は人的資
本の発展のための物的基礎を提供してくれる。エンゲルの法則によれば，収入水準
の向上につれて，人々の教育など文化消費の支出も大幅に上昇する。収入が減ると，
その減少の割合以上に教育に使う費用も減る。長期的に中国の経済発展は低水準に
あり，総供給不足が未だにマクロ経済の基本的な特徴であり，自然に人的資本の十
分な発展を阻んできた。
(3)経済体制。経済体制は直接に現存の人的資本の配置と使用効率に影響を及ぼし
ている。まず配置の面からみれば，伝統的な計画経済体制は二つの面から人的資本
の均衡配置を阻止している。まず第一に，計画経済体制は生産要素市場の調整機能
の一つ，収入配分の機能つまり社会的に人的投資の収益を有効に且つ正確に評価で
きるメカニズムを排除している。どんな学校を造るか，どんな専門教育を設置する
かなどの問題は完全に上層部の意思に従い，結果として，人材の養成は社会の需要
に合わず，“勉強したことが実際に使用されない，使用しないことを勉強している”
という構造的矛盾をもたらした。第二は，計画経済体制は生産要素市場のもう一つ
の機能つまり人的資源のサイクル機能を排除している。生産要素のサイクルによっ
て資源の最適配分ができるのは近代経済学の基本原理であり，人的資源のサイクル
でパレート最適の実現は人的資本投資の重要な形式の一つである。しかし，中国で
は“一回の指名で一生を決める”という雇用制度は人的資源のサイクル化を阻害し
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ている。これは単に農村の余剰労働力を都市に流動させないだけでなく，都市部の
労働力の最適配置もできなくなる。ある意味で社会の安定を維持したものの，低効
率という被害を被らざるを得なかった。
次に使用効率の面からみれば，伝統的な計画体制のもとで競争機能が麻痺し，全
体的に国民の努力水準は高くない。計画経済から市場経済へと移行するとき，法律
と規制が不完全で，ある種の市場の無秩序を誘因し，人的資本の発展にもマイナス
の影響を与えた。改革開放の中，利益を重視することが中国人の精神面での大きな
特徴となり，伝統的な精神状態に比べれば，歴史的な進歩ともいえる。だが，社会
の秩序と法律が完備されていない状態では，この利益優先の考えは社会の規範とモ
ラルを低下させかねない。これも当面の中国の人的資源の使用効率が低い重要な原
因の一つだと考えられる。
II. 中国における人的資本の開発と利用の対策
中国の人的資本増大の方式を根本から改良し，中国経済発展の高い質と高効率性
を確保し，全ての社会文明と進歩を推進するために，中国の人口素質を根本的に改
善させ，更に人的資本の開発を増強することが必要とされる。そのためには次の四
つの有効な対策が考えられる。
(1)人口抑制政策という中国の基本方針を計画的に実施し，人口の増加率を厳しく
抑制し，人的資本を順調に発展させる必要条件を確保すること。近代の歴史の中で，
中国の学識経験者が早くから“寡民”の政策を提唱し，中華人民共和国が建国され
てからも何人かの学者が人口抑制の重要性を唱えた。しかし，長期にわたる封建的
伝統と市場経済に対する知識の不足の影響で，人口が増加しすぎて失速してしまっ
た。これは，その後の教訓となった。現代の人的資本理論によれば，他の変数が一
定の時，人口数と人口の質が反比例の関数の関係にあり，人口数をコントロールす
ることが，人的資源の発展を望ましい循環に導く重要な決め手となる。
(2)市場での人的投資のメカニズムを解明し，人的資本の開発と投資規模を拡大さ
せること。このため雇用制度の改革を推進させ，国有経済内部の平均主義を徹底的
に是正する必要がある。さらに，市場の評価を重視し，効率性と収益性による新た
な利益配分システムの構築も重要である。同時に，国民の平均収入の水準が依然と
して低く，個人による教育への投資に限界があるから，政府が役割を果たすべきで
あり，教育，技術訓練，医療衛生などへの財政投入の増加が求められる。ここで，
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投資収益と政策の科学性を考慮した上で，政策を決定すれば，人的資本の開発計画
と産業構造の調整，さらには国民経済発展との繋がりが強くなる。
(3)雇用制度を改革させ，人的資源の合理的な流動と配置を実現させること。人事
制度及び社会保障制度を改善し，労働市場を市場メカニズムに任せる構造に導く。
社会の動揺を避けて人的資源の最適配置を空想するよりも，最小限の犠牲を払って，
最大限の効率性の改善を図ることが現実的である。安定を求めすぎることは，非効
率をもたらしかねない。最終的に中国の改革が成功を収めるかどうかのカギは，困
難にたたされている雇用制度の改革の成否にかかっているといえよう。
(4)法律の整備に力を入れ，社会道徳を樹立させる。国民の精神品格と道徳素質を
養成すること。このような措置は市場体制を構築するより早く実施しないまでも，
せめて同時にすべきであろう。このため市場経済の各種法律規制を絶えず整備し，
公平且つ秩序のある競争環境も改善し，腐敗を生ずる土壌を根絶することが必要で
ある。また，社会道徳と文化についての教育を推進し，近代資本主義の競争精神を
提唱すると同時に伝統的な儒教文化の“仁義”理念も宣伝すべきである。中国の特
色ある市場経済システムに相応しい社会思想を作り上げることが肝要である。
これからの中国は絶えず努力することによって，人的資源の状況も大きく改善さ
れるはずである。われわれは近い将来，繁栄した先進国になれると信じている。
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